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２㹂㸮３                                

⏘学連ᦠにおけるコーディネータの活動事について 

－ JSTイノ࣋ーࣙࢩンプラザᐑᇛ、JST⯆ಁ㐍センターྎ事務ᡤでの活動を通じて － 

 
 （田一郎 㸦㸦⊂）科学ᢏ⾡⯆機構 㹈㹑㹒⯆ಁ㐍センター ྎ事務ᡤ⸩ۑ

 

⚾が㹈㹑㹒で⏘学連ᦠᨭにᚑ事したᮇ間は㸱年༙とまだὸい。その๓は、業で㸱㸶年間、化合≀༙

ᑟయの結ᬗᡂ㛗ࡦと➽であった。ධ社ᙜ時、化合≀༙ᑟయは㯪明ᮇであり、研究㛤発から始まり、そのᐇ

用化から事業化に務め、グローバル࢙ࢩア No.1 を果たした。そのయ験を基に、⚾は㹈㹑㹒でもᖖに、⏘

学連ᦠの最⤊目ᶆである“ᐇ用化(ၟရ化)を意識したコーディネート活動”を行ってきている。 

ここでは、まずึめに⚾のコーディネート活動指㔪㸦ಙ᮲）を、そのᚋでලయ的な活動事を㏙る。 

 

࠙㸯ࠚ⚾のコーディネート活動指㔪㸦ಙ᮲） 

    ̿͆ᐇ用化(ၟရ化)͇を意識した⏘学連ᦠのコーディネート活動̿ 

ヨసရやࢧンプルがᡂしたことを௨て“ᐇ用化”と⛠することもあるが、これは⚾の定⩏では、あく

まで「〇ရ化」であって、“ᐇ用化”とは、「ၟရ化」出来てึめてゝえるものである。「〇ရ」はࢽーࢬ

を‶足すると考えて❧てた目ᶆをクリアーしたもので、自ᕫ評価であるのに対し、「ၟရ」はࣘーザーが

お金をᡶうだけの価್を認めてくれるもので、他ே(ࣘーザー)評価である。ここには㞼Ἶのᕪがあり、「〇

ရ」は時間が⤒てࡤ、「ၟရ」になるものではない。ᐇ㝿、⏘学連ᦠのࡳならず、業༢⊂の㛤発でも、

多くのものは「〇ရ化」までは⮳るが、「ၟရ化」まで⮳らない͆ᒈ͇が⣼々である。このことから、コ

ーディネータの役である、“発᥀”・“࣐ッチング”・͆ ⫱ᡂ に͇おいて、͆ၟရ化のᒈ を͇సらないために、

㛤発のึᮇẁ㝵から“ၟရ化を意識したステアリング”を⚾は重どしている㸦ᅗ㸯）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ᅗ㸯 ͆ᐇ用化㸦ၟရ化）͇ を意識した⏘学連ᦠのコーディネータの役 
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௨ୗ、͆ ၟရ化を意識したステアリング͇を重どする、コーディネート活動指㔪を㏙る。 

㸯）“ᩘ年ᚋでもᕪ別化できる、高いඃ性を持つ目ᶆ” [目ᶆタ定] 

目ᶆ❧時に他のᢏ⾡とẚ㍑᳨ウを行う㝿、多くの場合、ᚑ来ᢏ⾡もྵめた➇合ᢏ⾡の㐍Ṍは↓どし、

自分の新ᢏ⾡レ࣋ルだけがᚋ㐍Ṍし、目ᶆを㐩ᡂ出来れࡤඃに❧てるとุ᩿して㛤発に╔手すること

がᴟめて多い。しかし、➇合ᢏ⾡も生きṧりをかけてᚲṚのດຊをし、レ࣋ルアップするので、目ᶆを㐩

ᡂした㡭にはᕪ別化できるだけのඃ性が↓いことが多い。これは、新ᢏ⾡は研究㛤発者しかいないのに

ẚ、ᚑ来ᢏ⾡はᐇ用化されているので研究㛤発者にຍえ、周辺ᢏ⾡もྵめた生⏘ᢏ⾡者や現場のᢏ能者

等のᅽಽ的なேᩘが㛤発・ᨵၿにᙜたるため、そのレ࣋ルは定௨上に上がるのがᖖである。 

 また、「ᚑ来のものより、㸰㸮㸣も性能が高いのに、㈙ってくれない㸟」というኌをよく⫈く。ࣘーザ

ーの❧場からは「㸰㸮㸣くらいの高性能では、ᚑ来のものと᭰えるࢃけにはいかない㸟」となる。⨨き

えるための評価の手間(コスト)・ಙ㢗性や౪給のリスクを考えるとが合ࢃないからである。ᚑって、こ

のコストやリスクがあっても⨨きえる㸦ၟရとなる）だけの、大きなඃᕪがなけれࡤならない。 

このように、“ᩘ年ᚋでもᕪ別化できる、高いඃ性を持つ目ᶆをタ定する”ことがᚲ㡲である。 

 

㸰）͆ 学は、一⯡ゎ(ᬑ㐢ゎ)の出が” [⏘学の࣐ッチング] 

「特Ṧゎは要りませࢇから、㠀͆一⯡ゎ㸦ᬑ㐢ゎ）͇ をୗさい」というのが業での⤒験からの学

の要望である。最㏆、⏘学連ᦠがྉࡤれているవり、大学が業と同じ性能➇தに㉮っていることがよく

ある。そのときのࢩーࢬは͆特Ṧゎ㸦こういう᮲件でやれࡤ、こうなる）͇ に␃まっていることが多い。

この͆特Ṧゎ͇は業でもできる㸦ࡴしろ得意とする）ところであり、学は、͆ 一⯡ゎ͇をり出すこと

がであるとᛮっている。ここでゝう一⯡ゎは、㠀現ᐇ的な๓ᥦに❧った࣓カ࣒ࢬࢽやࣔデルではなく、

現ᐇに㉳こっていることをᬑ㐢的にㄝ明できるもので、それでึめて͆ᕪ別化できるᢏ⾡のࢩーࢬ”とし

て役に❧ࡕ、ၟရ化まで⧚がる。 

このように、⏘学連ᦠとゝっても⏘と学の役は異なり、学には͆一⯡ゎ㸦ᬑ㐢ゎ）͇ がồめられる。 

 

㸱）͆ ローテクの῝化͇ [ᢏ⾡の㑅ᢥ] 

「ンをり出すࣙࢩー࣋がイノ(ࡳの)イテクࣁ」 

とゝうのは、⚾は⤒験上、正しくないとᛮってい

る。᪤Ꮡ分㔝でローテクと⛠されているᢏ⾡を῝

化させ㸦発展させ）、また⤌ࡳ合ࢃせることによっ

て、新たに㢦を出した新分㔝で、ノ࣋ーࣙࢩンを

生ࡳ出すことが出来る㸦ᅗ㸰(a)）。この場合、新

分㔝といえども、᪤Ꮡ分㔝の᰿(ᢏ⾡基┙)と⧅が

っているのでᖖに⿵給⤒㊰は確保され、㛤発が持

続できる。一方、ࣁイテクに㣕ࡧつくことはⴠୗ

ചで◁₍に㝆り❧つようなもので、࢜アࢩスにた

どり╔く確⋡は低く、さらにそのᚋの⿵給⤒㊰の

確保はᴟめてᅔ㞴である(ᅗ 2(b))。また㔞⏘の

⛣行においても、ローテクは、᪤Ꮡのタഛや㔞⏘

ᢏ⾡の活用・展㛤によって、事業化を容᫆にᡂし

得る。一方ࣁイテクは、新つのタഛᢞ資をᚲ要と
b) ࣁイテク㸦⿵給᩿⤯） 

ᅗ㸰 ローテク vs ࣁイテク 

a) ロ  a) ロ
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௨ୗ、͆ ၟရ化を意識したステアリング͇を重どする、コーディネート活動指㔪を㏙る。 

㸯）“ᩘ年ᚋでもᕪ別化できる、高いඃ性を持つ目ᶆ” [目ᶆタ定] 
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自分の新ᢏ⾡レ࣋ルだけがᚋ㐍Ṍし、目ᶆを㐩ᡂ出来れࡤඃに❧てるとุ᩿して㛤発に╔手すること

がᴟめて多い。しかし、➇合ᢏ⾡も生きṧりをかけてᚲṚのດຊをし、レ࣋ルアップするので、目ᶆを㐩
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 また、「ᚑ来のものより、㸰㸮㸣も性能が高いのに、㈙ってくれない㸟」というኌをよく⫈く。ࣘーザ
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の要望である。最㏆、⏘学連ᦠがྉࡤれているవり、大学が業と同じ性能➇தに㉮っていることがよく
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「ンをり出すࣙࢩー࣋がイノ(ࡳの)イテクࣁ」 

とゝうのは、⚾は⤒験上、正しくないとᛮってい

る。᪤Ꮡ分㔝でローテクと⛠されているᢏ⾡を῝

化させ㸦発展させ）、また⤌ࡳ合ࢃせることによっ

て、新たに㢦を出した新分㔝で、ノ࣋ーࣙࢩンを

生ࡳ出すことが出来る㸦ᅗ㸰(a)）。この場合、新

分㔝といえども、᪤Ꮡ分㔝の᰿(ᢏ⾡基┙)と⧅が

っているのでᖖに⿵給⤒㊰は確保され、㛤発が持

続できる。一方、ࣁイテクに㣕ࡧつくことはⴠୗ

ചで◁₍に㝆り❧つようなもので、࢜アࢩスにた

どり╔く確⋡は低く、さらにそのᚋの⿵給⤒㊰の

確保はᴟめてᅔ㞴である(ᅗ 2(b))。また㔞⏘の

⛣行においても、ローテクは、᪤Ꮡのタഛや㔞⏘

ᢏ⾡の活用・展㛤によって、事業化を容᫆にᡂし

得る。一方ࣁイテクは、新つのタഛᢞ資をᚲ要と
b) ࣁイテク㸦⿵給᩿⤯） 

ᅗ㸰 ローテク vs ࣁイテク 

a) ローテク㸦⿵給持続） 

するので、ᢞ資のุ᩿やタഛᑟධ・❧ࡕ上ࡆに時間を要し、参ධのタイ࣑ングをኻすることが多く、また

ᢞ資負担が事業化の大きな足かせになる場合が多い。 

 ༢に性能のඃຎだけでなく、ᐇ用化(ၟရ化)さらにそのඛの事業化を意識したᢏ⾡の㑅ᢥがᚲ要である。 

 

㸲）“ᛴがࡤᘔれ” [㠉新的ᢏ⾡の≺う参ධᕷ場] 

 「そࢇなࢽッチなᕷ場を≺ってどうするの㸽」とゝࢃれて、大ᆺၟရを≺ったまま、いつまでもၟရ化

に⮳らない㠉新的ᢏ⾡がఱと多いことか。一⯡に㠉新的なᢏ⾡ど、大きなᕷ場・大ᆺၟရを≺うことが

多いが、㏫にၟရ化のቨは高く、ཌい。それは、えࡤẸ生ᕷ場の大ᆺၟရでは、ಙ㢗性の充分なᐇ⦼が

ないと、かつ最ึからそこそこのキャパ㸦生⏘能ຊ）を‽ഛしていないと相手にされない。ᚑって、「⣲

ᬕらしいᢏ⾡だ。楽しࡳなᢏ⾡だ。」とゝࢃれ、〇ရ化まで行っても。なかなかၟရ化まで行かない。こ

の状ἣをᡴ◚するには、本の大きなᕷ場に参ධする๓に、ࢽッチなᕷ場に≺いをつけることが⫢要であ

る。ࢽッチなᕷ場はえ、価᱁が高くても、キャパがᑠさくても、またಙ㢗性のᐇ⦼が十分でも、性能

さえᢤ⩌によけれࡤ、᥇用してくれることが多い。そのᕷ場でಙ㢗性のᐇ⦼を✚ࡳ上ࡆ、また㔞⏘ᢏ⾡や

周辺ᢏ⾡を構築してึめて本の大ᆺᕷ場を≺えるのである。一方、⚾の⤒験から、ࢽッチなᕷ場を目ᶆ

にᥖࡆると、ෑ㢌のように、➇த的資金の⋓得や社内のㄝ得が㞴しいことが多い。そこは、あくまで本

は大ᆺᕷ場であるが、ࢽッチᕷ場はそこに行きつくためにᚲ然の方策たる͆ඛර͇であることをᙉ調する

と同時に、㛤発においても、͆ ඛර͇のḟの͆本͇をᖖに意識して、㐍めるᚲ要がある。 

 このように、まずࢽッチなᕷ場を≺うという͆ ᛴがࡤᘔれ を͇㑅ᢥし、ㄝ得する͆ ຬẼ”がᚲ要である。 

  

㸳）“᪩い者ࡕ” [参ධのタイ࣑ング]

 「一␒でなくて、二␒では㥏目なのですか」というྡ文ྃがあるが、特にエレクトロࢽクス分㔝では「一

␒しか生きṧれない」。それは、最ึに参ධした業のၟရの特㉁に、ࣘーザーのプロセスや᮲件を合ࢃ

せ混ࡴ、いࢃゆるチࣗーࢽングが行ࢃれる。ᚑって、え、二␒手の性能が上ᅇっていたとしても、プロ

セスや᮲件のኚ᭦を行う手間㸦コスト）を考えると、参ධを認めないことが多い。またタഛではࣘーザー

のヨసのẁ㝵で᥇用された機種が、㔞⏘でもそのまま᥇用されるのがᖖである。 

また、参ධ๓は建๓的なࢽーࢬしかᩍえてもらえないのに対し、参ධしてึめて、ࣘ ーザーの͆ ┿の(本

㡢の)ࢽー͇ࢬを知らされることも多い。さらに、参ධしているとᨵၿ要望やᑗ来の計画までもࣘーザー

から⫈くことが出きる。このように、参ධと㠀参ධでは、ᕪが㛤く一方となる。 

ඛ行参ධのためには、㛤発のึᮇẁ㝵から、参ධするࣘーザーをỴめ、そのࢽーࢬに合ったၟရを㛤発

するᚲ要がある。『どのࣘーザーでもえると⛠する〇ရは、どのࣘーザーも᥇用してくれず、ၟရには

ならない㸟』 

 

࠙㸰ࠚ活動事 

㸦㸯）『࢞レキⅆ⅏見ᙇり␒プロジ࢙クト』 －㹈㹑㹒プラザᐑᇛ － 

 㹈㹑㹒ᆅ域事業は、͆ 大学のᢏ⾡⛣㌿͇が主な中で、ᆅ域の業のࢽーࢬに対して、学と連ᦠして課題

ゎỴをᅗる『ᆅ域ࢽーࢬ༶ᛂᆺ』というプログラ࣒があった。ᅇの事はその発展ᆺで、自యの㟈⅏

関連のࢽーࢬに対して、⏘学の࣐ッチングをᅗり、᪩ᮇのၟရ化を果たしたという、上グ指㔪㸱）“ロー

テクの῝化”[ᢏ⾡の㑅ᢥ]と、㸳）“᪩いものࡕ”[参ධのタイ࣑ング]に関するものである。 



― 452―

「被⅏ᆅの࢞レキ⨨き場でⅆ⅏が発生しているࢇですよ 

㸦ᅗ㸱）。㉥外⥺カ࣓ラをって、ⅆ⅏をண知するࢩステ࣒を

㛤発してもらえませࢇか。」とྎᕷから㟁ヰがあったのは、

㟈⅏から༙年⤒った㸷᭶上᪪であった。㟁ヰの主は、環境ᒁ

で㟈⅏࢞レキฎ理チー࣒に属している井ᆏ主௵で、๓年まで

プラザᐑᇛにコーディネートスタッࣇとして出向していたの

で、⚾ともࢶーカーの間であった。࢞レキ⨨き場のⅆ⅏は

ᙜ時、㢖⦾にテレࣅで流れ、ⅆ⅏の༴㝤とともに、ᙉⅯなᝏ

⮯をకい、住Ẹを安に㝗れていたので、ᕷは、⥭ᛴ事態と

して、᪩ᮇのゎỴを㏕られていた。ⅆ⅏のண知Ѝ ᗘ上᪼の

᳨知Ѝ㉥外⥺カ࣓ラというロジックを⣡得した▐間、ある

業ྡがᾋかࢇだ。それは、⚟ᓥ┴㒆山ᕷにある͆ࣈリー͇ࢬ

という、画ീฎ理ࣇࢯト㛤発をᑓ門とするᚑ業ဨ 10ྡ௨ୗの

ᑠさな࣋ンチャー業㸦ⷧ井社㛗）であった。その業がᾋ

かࢇだのは、௨๓、ࣅルቨのຎ化状態を“㉥外⥺カ࣓ラ”で

画ീデ᩿する課題について、➇த的資金の⏦ㄳ相ㄯを受けた

ことがあったからで、その時Ⅼで、すでに自社で㛤発に╔手

し、基♏的な原理確認を⤊えていることも知っていた。同時

に、『この㛤発を㐍める上で͆学͇のຊがᚲずᚲ要となる。し

かし⥭ᛴ課題に対し、から新たなඛ生を᥈し、⤌ࡴのでは間に合ࢃない』と考えた時、௨๓、⚾が担ᙜ

した JST のᆅ域ࢽーࢬ༶ᛂᆺの課題「་⒪用 CT画ീゎ析ࣇࢯト㛤発」で、このࣈリーࢬとのඹ同研究者

である相川ᩍᤵ㸦ᮾி理科大）がᾋかࢇだ。相川ᩍᤵのᑓ門は、高㏿の影ᢏ⾡・画ീゎ析ᢏ⾡なので、

ᅇの課題ゎỴにもࣆッタリだ。一方、ࢽーࢬඖの❆ཱྀを、ᙜ時のスタッࣇで、ⷧ井社㛗(ࣈリーࢬ)や相

川ᩍᤵとも㢦㥆ᰁࡳであった井ᆏẶになってもらうこととし、༶日、プロジ࢙クトయไをᩚえた(ᅗ㸲)。 

 そこで、まずྎᕷの状ἣやࢽーࢬを井ᆏẶから聞くと、┤㏆、すでにᕷ㈍の「ỗ用㉥外⥺カ࣓ラ」を

現場で、┘ど用としてい始めていることが分かった。しかし 

ձỗ用機ჾなので、「࢞レキ┘ど」にᚲ要な機能㸦ࣇࢯトྵࡴ）のᨵ造をやってくれない。 

ղ⣙ 1Kgと重いので、┘どဨがᗈい࢞レキ現場をᕠᅇⅬ᳨時、⫗య的負担が大きい。 

ճ価᱁が高い㸦⣙ 1ⓒ）ので、3ࣨᡤの࢞レキ⨨き場でව用し、┘ど㢖ᗘが十分である。 

と、一ゝでゝうと͆高価な上に、い手がᝏい͇というၥ題Ⅼ・‶があることが分かった。 

 そこで、「い手のⰋい、ᗮ価なᑓ用機ჾを㛤発し、᪩ᮇにᐇする」というプロジ࢙クト方㔪をᡴ

ン࣐ー࢛ࣇど、パクトྡのᕦᣋが、意外な࢙クトྡを考えた。それは、プロジ࢙出すと同時にプロジࡕ

スに影響することを⤒験していたからであった。「ⅆ⅏┘どプロジ࢙クト」や「ⅆ⅏ண知プロジ࢙クト」

等のも出されたが、㠃白くもなࢇともない。その時、TV コ࣐ーࢩャルで「おのたっあと「␒りᙇ見

をᛮい出し、「࢞レキⅆ⅏見ᙇり␒プロジ࢙クト」とྡすることにした。௨来、このྡのおかࡆで、┤

᥋の関ಀ者௨外からも関心を持ってもらい、またぬえてもらえるようになった。 

 最ึは、「ࢩステ࣒をసってḧしい」というのが㢌にあったため、┘どᑓ用機ჾにデータ通ಙ機能を持

たせた一ᣓ⟶理できる「トータル┘どࢩステ࣒」をᥦした。しかし、井ᆏ主௵の上ྖである⥲ᣓ主ᖿに、

「⥭ᛴ課題であるので、本᱁的ࢩステ࣒の๓に、まず༢యの┘ど機ჾをసってḧしい」と一㋾された。と

同時にᅇのᡴ合せで、ၟရ化のᡂྰの㘽をᥱっている、͆ 仕様の┿のỴ定者͇は、この⥲ᣓ主ᖿである

ᅗ㸱 ࢞レキⅆ⅏ 
㸦2011 年 9 ᭶ ᐑᇛ┴ྡྲྀᕷ） 

ᅗ㸲『࢞レキⅆ⅏見ᙇり␒プロジ࢙クト』 
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「被⅏ᆅの࢞レキ⨨き場でⅆ⅏が発生しているࢇですよ 

㸦ᅗ㸱）。㉥外⥺カ࣓ラをって、ⅆ⅏をண知するࢩステ࣒を

㛤発してもらえませࢇか。」とྎᕷから㟁ヰがあったのは、

㟈⅏から༙年⤒った㸷᭶上᪪であった。㟁ヰの主は、環境ᒁ

で㟈⅏࢞レキฎ理チー࣒に属している井ᆏ主௵で、๓年まで

プラザᐑᇛにコーディネートスタッࣇとして出向していたの

で、⚾ともࢶーカーの間であった。࢞レキ⨨き場のⅆ⅏は

ᙜ時、㢖⦾にテレࣅで流れ、ⅆ⅏の༴㝤とともに、ᙉⅯなᝏ

⮯をకい、住Ẹを安に㝗れていたので、ᕷは、⥭ᛴ事態と

して、᪩ᮇのゎỴを㏕られていた。ⅆ⅏のண知Ѝ ᗘ上᪼の

᳨知Ѝ㉥外⥺カ࣓ラというロジックを⣡得した▐間、ある

業ྡがᾋかࢇだ。それは、⚟ᓥ┴㒆山ᕷにある͆ࣈリー͇ࢬ

という、画ീฎ理ࣇࢯト㛤発をᑓ門とするᚑ業ဨ 10ྡ௨ୗの

ᑠさな࣋ンチャー業㸦ⷧ井社㛗）であった。その業がᾋ

かࢇだのは、௨๓、ࣅルቨのຎ化状態を“㉥外⥺カ࣓ラ”で

画ീデ᩿する課題について、➇த的資金の⏦ㄳ相ㄯを受けた

ことがあったからで、その時Ⅼで、すでに自社で㛤発に╔手

し、基♏的な原理確認を⤊えていることも知っていた。同時

に、『この㛤発を㐍める上で͆学͇のຊがᚲずᚲ要となる。し

かし⥭ᛴ課題に対し、から新たなඛ生を᥈し、⤌ࡴのでは間に合ࢃない』と考えた時、௨๓、⚾が担ᙜ

した JST のᆅ域ࢽーࢬ༶ᛂᆺの課題「་⒪用 CT画ീゎ析ࣇࢯト㛤発」で、このࣈリーࢬとのඹ同研究者

である相川ᩍᤵ㸦ᮾி理科大）がᾋかࢇだ。相川ᩍᤵのᑓ門は、高㏿の影ᢏ⾡・画ീゎ析ᢏ⾡なので、

ᅇの課題ゎỴにもࣆッタリだ。一方、ࢽーࢬඖの❆ཱྀを、ᙜ時のスタッࣇで、ⷧ井社㛗(ࣈリーࢬ)や相

川ᩍᤵとも㢦㥆ᰁࡳであった井ᆏẶになってもらうこととし、༶日、プロジ࢙クトయไをᩚえた(ᅗ㸲)。 

 そこで、まずྎᕷの状ἣやࢽーࢬを井ᆏẶから聞くと、┤㏆、すでにᕷ㈍の「ỗ用㉥外⥺カ࣓ラ」を

現場で、┘ど用としてい始めていることが分かった。しかし 

ձỗ用機ჾなので、「࢞レキ┘ど」にᚲ要な機能㸦ࣇࢯトྵࡴ）のᨵ造をやってくれない。 

ղ⣙ 1Kgと重いので、┘どဨがᗈい࢞レキ現場をᕠᅇⅬ᳨時、⫗య的負担が大きい。 

ճ価᱁が高い㸦⣙ 1ⓒ）ので、3ࣨᡤの࢞レキ⨨き場でව用し、┘ど㢖ᗘが十分である。 

と、一ゝでゝうと͆高価な上に、い手がᝏい͇というၥ題Ⅼ・‶があることが分かった。 

 そこで、「い手のⰋい、ᗮ価なᑓ用機ჾを㛤発し、᪩ᮇにᐇする」というプロジ࢙クト方㔪をᡴ

ン࣐ー࢛ࣇど、パクトྡのᕦᣋが、意外な࢙クトྡを考えた。それは、プロジ࢙出すと同時にプロジࡕ

スに影響することを⤒験していたからであった。「ⅆ⅏┘どプロジ࢙クト」や「ⅆ⅏ண知プロジ࢙クト」

等のも出されたが、㠃白くもなࢇともない。その時、TV コ࣐ーࢩャルで「おのたっあと「␒りᙇ見

をᛮい出し、「࢞レキⅆ⅏見ᙇり␒プロジ࢙クト」とྡすることにした。௨来、このྡのおかࡆで、┤

᥋の関ಀ者௨外からも関心を持ってもらい、またぬえてもらえるようになった。 

 最ึは、「ࢩステ࣒をసってḧしい」というのが㢌にあったため、┘どᑓ用機ჾにデータ通ಙ機能を持

たせた一ᣓ⟶理できる「トータル┘どࢩステ࣒」をᥦした。しかし、井ᆏ主௵の上ྖである⥲ᣓ主ᖿに、

「⥭ᛴ課題であるので、本᱁的ࢩステ࣒の๓に、まず༢యの┘ど機ჾをసってḧしい」と一㋾された。と

同時にᅇのᡴ合せで、ၟရ化のᡂྰの㘽をᥱっている、͆ 仕様の┿のỴ定者͇は、この⥲ᣓ主ᖿである

ᅗ㸱 ࢞レキⅆ⅏ 
㸦2011 年 9 ᭶ ᐑᇛ┴ྡྲྀᕷ） 

ᅗ㸲『࢞レキⅆ⅏見ᙇり␒プロジ࢙クト』 

ことが分かった。さらに「の現場はᐮいので、手⿄をし

たままでも᧯సできる機ჾにしてḧしい」とᙼは要望を出

した。この機ჾをᐇ㝿にうのは࢞レキ現場なので、その

現場も知りᑾくしていると感じられたこの⥲ᣓ主ᖿについ

ていけࡤ、プロジ࢙クトはᡂຌするという確ಙめいたもの

がここで生まれた。 

 ところが、ࣈリーࢬからは、「┘ど機ჾだけを㛤発・㈍

することでは、᥇⟬に合ࢃないのでは」という安のኌが

出た。これに対し、⚾は「まず、機ჾ༢యを㛤発して、た

とえᩘྎでも㈍すきである。他社にඛ㥑けて⣡ရすれ

ࢩやᨵၿ要望がᥗめるし、また┘どࢬーࢽඛ方の┿の、ࡤ

ステ࣒や展㛤用㏵等、ඛの計画もᩍえてもらえる。さらに、

のようなᴟᑠ業がᨻ௧指定㒔ᕷであるྎᕷにࢬリーࣈ

参ධ出来れࡤ、ಙ用ຊがつき、他の自యのり㎸ࡳも

可能になり、ࣅジネスチャンスが高まるはず。」とㄝ得する

と、ⷧ井社㛗௨ୗも⣡得した。ලయ的な㛤発計画として 

 ձ高性能とᗮ価の୧❧  

ỗ用機ჾに⊂自㛤発アプリケーࣙࢩンࣇࢯトᦚ㍕ 

 ղい手のⰋさの重ど  

現場での要望聞きྲྀりとヨస機ჾの┘どဨ評価 

 ճ᪩ᮇᐇ  

年ᮎまでを目ᶆ 

をᣲࡆた。そしてձについては、ᕷ㈍のス࣐ート࢛ࣇン 

のカ࣓ラを活用することにより、軽㔞化㸦⣙ 200g）、ᗮ価、

さらに㛤発ᮇ間の短⦰をᅗる一方で、同カ࣓ラではᬑẁ、

㑧㨱≀ᢅいになっている͆㉥外ග͇を㏫に活用するという͆コロンࣈスの༸͇的発で、新たなࣇࢯトを

㛤発し、⾲㠃がᕸ等でそࢃれた内部の ᗘまで᳨知できるというᕪ別化ᢏ⾡をり出した㸦ᅗ㸳）。これ

は、まさに͆ローテク㸦᪤Ꮡᢏ⾡）͇ を῝化㸦発展）させたものである。またղについては、┘どဨの࣑

ス㸦見ⴠとし）や精⚄的負担が軽減できるように、༴㝤 ᗘ༊域のカラー⾲♧機能(ᅗ㸴)やアラー࣒とバ

イࣈレータの୧機能をけた。さらに

ճにおいて、㛤発をຍ㏿するため、ࣈ

リーࢬのⷧ井社㛗たࡕは、෭え㎸ࡳの

ཝしい࢞レキ⨨き場でኪをၥࢃず、

データを集し、ヨస機ჾのテストを

⧞り㏉した。 

ヨస機ჾがᡂし、ᕷഃの認定評価

㸦㉎ධỴ定）では、࢞レキ現場の┘ど

ဨたࡕからの「ᚑ来の機ჾより、᱁ẁ

にい᫆い」というኌがỴめ手となり、

目ᶆ通り、年ᮎまで㸦12/26）に認定

ᅗ㸴 ༴㝤 ᗘ༊域のカラー⾲♧  
㸦ྎᕷⵦ生 ࢞レキ⨨き場）  

ᅗ㸵 『࢞レキⅆ⅏見ᙇるྩ』リーࣇレット  
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が得られた。こうして、最ึの㟁ヰを受けてから䬀か 100 日間で、┘ど機ჾ『࢞レキⅆ⅏見ᙇるྩ』(ᅗ

㸵)が、ᕷ内全㸱ࣨᡤの⨨き場に配⨨され、ⅆ⅏ண㜵┘どを㛤始し、現ᅾまでⅆ⅏は発生していない。 

 

㸦㸰）『࣐ッチングಁ㐍プログラ࣒の⏦ㄳ相ㄯ』 －JST⯆ಁ㐍センターー 

 㹈㹑㹒⯆ಁ㐍事業は、年㸦ᖹᡂ 24 年）4 ᭶にスタートしたࡤかりである。その中の目⋢は࣐͆ッ

チングಁ㐍 と͇いࢃれる➇த的資金プログラ࣒で、被⅏ᆅ業のࢽーࢬを全ᅜの大学等のࢩーࢬでゎỴす

ることにより、被⅏ᆅ域の⯆に⧅ࡆようとするものである。このプログラ࣒では、͆ ッチングプラン࣐

ーࢼ 㸦͇⚾もその一ဨ）が、⏘学の࣐ッチングと᥇ᢥᚋのステアリングを果たす役を持っている。 

 ᅇの事は、被⅏ᆅの中ሀ業が、「㟁ụ関連の⨨㛤発」の⏦ㄳ相ㄯに来た時の、指㔪㸯）͆ ᩘ年ᚋ

でもᕪ別化できる、高いඃ性を持つ目ᶆ [͇目ᶆタ定]と、㸰）͆ 学は一⯡ゎ㸦ᬑ㐢ゎ）の出が [͇⏘

学࣐ッチング]に関するものである。 

 

 「現ᅾ、他社に㐜れをྲྀっているので、とりあえず㏣いつきたいのです」と、⏦ㄳ相ㄯに来た部㛗は、

㐲慮がࡕに語った。「この分㔝は᭷望ᕷ場なだけに➇தもཝしく、この計画のままでは㸱年ᚋには➇合他

社はもっとඛに行っているから、いつまで⤒っても㏣いつかないですよ」とヰすと、「そࢇなことゝࢃれ

ても、ᙜ社のຊでは、㡹ᙇってもここまでですよ」という㏉事だった。「このプログラ࣒⏦ㄳを機に、現

状ᘏ㛗ではなく、㸱年ᚋにグローバルでてる目ᶆを❧て、それにᚲ要な学のࢩーࢬを新たに᥈すࢇです

よ。知ᕫがあろうが↓かろうが、本ᙜにᚲ要なேをこのプロジ࢙クトにධれない㝈り、ᡂຌはありえない

し、ᚚ社の明日は↓いですよ。」ときっࡥりゝうと、「そこまではっきりゝࢃれて、までもやもやしてい

たものが、スッキリしました。㡹ᙇってやって見ます」とᖐっていった。それから部㛗は、ᩘ日間とࢇ

どᐷずに、てる目ᶆを❧て、その㐩ᡂにᚲ要な方策をᚭᗏ的に考えᑾくし、それに相ᛂしいࢩーࢬを持

つ研究者を調上ࡆ、「このᢏ⾡を持っている、このඛ生が参画してくれたらてる」とまで確ಙした上

で、全く知ᕫの↓い本をཱྀㄝきに、自ら、యᙜたりで、新₲や༓ⴥまで出かけて行った。ึめは᩿られ

かけたがあきらめず、自分のᛮいを語り続けた。その⇕意にᢲされたのか、本の 2ྡともに、最ᚋは参

画をᛌㅙした。さらに᥇ᢥがỴまる๓に、社㛗をㄝ得して、社内で㸳ྡのプロジ࢙クトを発足させ、㛤発

を始めたところ、᪩㏿ၟㄯも来出したと。そして、この意ḧと自ಙが、「㠃᥋評価」でも高く評価され、

見事、᥇ᢥがỴまった。この 2ࣨ᭶で別ேになった部㛗がこれから正ᘧに始まるプログラ࣒を⋡いていく

のが楽しࡳである。 

 

㸺最ᚋに㸼 

 ⚾は、「ၟရにならないᢏ⾡は、本≀ではない」とᛮっている。ᴟ論過ぎるとᢈุも受けるが、͆ ᢏ⾡͇

とྡのく௨上、社会でᐇ㝿役に❧つものでなけれࡤならない。役に❧つ㸻ᐇ用化には、「ၟရ」として、

または「ᐇ」され、ୡの中でࢃれなけれࡤならない。「ၟရ」や「ᐇ」に⮳らなけれࡤ、⏘業の⯆

㝯も、被⅏ᆅの┿の⯆もあり得ない。ᚋも、ᐇ用化㸻ၟရとなるᢏ⾡をり上ࡆる、͆ Ỉඛ内ே͇

として、ここでᥖࡆた活動指㔪のୗ、コーディネータ活動を行っていくᡤᏑである。また、この活動指㔪

は、ඖ来、B to Bの⤒験๎であるが、おそらく、B to Cにも多くのことがᙜてはまるとᛮっている。 

 

 ここで、“⏘学連ᦠのあるきጼ͇について、㹈㹑㹒プラザᐑᇛの時から㆟論を続け、ᅇのᅗに⧳め

ていただいた、同じ㹈㹑㹒࣐ッチングプランࢼーの☾Ụ‽一Ặに感ㅰ⏦し上ࡆます。 

௨上 




